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2025年度　登録建築板金基幹技能者講習試験

(西部ブロック)

2026年3月22日

60分

30問（四肢択一式）

係員の指示があるまで、問題を開かないで下さい。

解答用紙に、所属組合名・受講番号・氏名を必ず記入して下さい。

係員の試験開始の合図で始めて下さい。

正解を一つ選択して解答して下さい。二つ以上解答した場合は誤答となります。

解答は、必ず解答用紙に○印を記入して下さい。

携帯電話は、試験前には必ず電源を切って下さい。

質問がある場合は、速やかに挙手して係員の指示に従って下さい。

但し、試験問題の内容や漢字の読み方等に関する質問には、お答えできません。

試験終了時刻前に退席する場合（試験開始から30分経過後より可能）は、挙手して係員の指示に従って下さい。

トイレ等の一時的な離席も同様です。

終了の合図があったら筆記用具を置き、係員の指示に従って下さい。

じばさんびる601号室（兵庫県姫路市南駅前町123番地）



2026年3月22日出題

2025年度　登録建築板金基幹技能者講習試験問題 

答ハ リデュース・リバース・リサイクル

答ニ レンタル・リバース・リサイクル

科目: 施工管理と施工計画

問２ 建設副産物対策として建設現場の3Rで正しいのはどれか

答イ リデュース・リユース・リサイクル

答ロ レンタル・リユース・リサイクル

答ハ 工程表の作成

答ニ 各工程（各部分工事）に必要な作業可能日数、1日平均施工量など作業日程の算定

科目: 工程管理

問３ 工程計画の基本的なフローに関する次の記述のうち、最初におこなうものはどれか。

答イ 各工程（各部分工事）の施工順序の決定

答ロ 投入可能な労務の量、機械・設備の規模・台数等の決定

答ハ 理屈を言う前に実行する

答ニ 決断力を持って行動する

科目: 登録基幹技能者制度の意義と役割

問１ 登録基幹技能者に必要な資質の理解として間違っているものはどれか

答イ 忙し過ぎて、約束が出来ない

答ロ 健康である



答ハ ネットワークの作成→工程図の作成→時間計算

答ニ ネットワークの作成→時間計算→工程図の作成

科目: 工程管理

問４ ネットワーク手法における工程計画の手順として正しいものはどれか。

答イ 工程図の作成→ネットワークの作成→時間計算

答ロ 時間計算→ネットワークの作成→工程図の作成

科目: 原価管理

問５ 積算作業時の用語の説明として誤っているものはどれか。

答イ 設計図書に基づき建設物を構成する各部分の数量の計測・計算を行うことを「数量拾い」という。

答ニ 数量に限らず積算全般において定めたルールを一般的に「積算基準」という。

答ロ 数量の積和を集計することを「値入れ」という。

答ハ 数量の拾い方については誰がやっても同じ結果になるようなルールのことを「数量積算基準」という。

答ロ 改正民法において、瑕疵に関する建物・土地の工作物に係る契約解除の制限規定が削除された。

答ハ
瑕疵とは、「物の使用価値または、交換価値を減少させる欠陥を有すること、
あるいは保証された性質を有していないこと」である。

科目: 品質管理

問６ 契約不適合責任(瑕疵担保責任)に関する記述で誤っているものはどれか。

答イ
改正民法によって、2020年4月1日以降の請負契約に関しては
「瑕疵」から「契約の内容に適合しないもの」へと文言が改められた。

答ニ
住宅については2000年に制定された「住宅の品質確保等に関する法律」に基づき、
新築住宅の柱や梁などの「構造耐力上主要な部分」と、屋根や外壁等の「雨水の浸入を防止する部分」については、
瑕疵担保期間20年が義務付けられている



答ロ 足場の組立・解体作業を行う場合には、手すり先行工法の導入に努める。

答ハ
ローリングタワーを使用する場合、昇降設備、作業床及び手すりを設置し、
作業時は脚輪のストッパーを掛け、作業員を乗せての移動は禁止する。

科目: 安全管理

問７ 墜落防止対策の記述として誤っているものはどれか。

答イ
高さが2m以下のところでの、足場組立・解体作業、鉄骨組立作業、足場上作業、
屋根上作業、法面上作業等を行う場合、作業床の設置は不要である。

問９ 見積条件の提示で建設業法上、違反のおそれ、違反行為とならないものはどれか。

答イ 元請負人が不明確な工事内容の提示等、曖昧な見積り条件により下請負人に見積りを行わせた。

答ニ
はしごの正しい設置と使い方には、しっかりと固定し、はしごの上端を床から60㎝以上突出させ、
はしご上での作業は原則行わない、物を持って昇降しないなどがあげられる。

答ロ 物的労働生産性とは　「生産量/労働投入量」　で表される。

答ハ 労働投入量は　「労働者数×労働時間」　で表される。

科目: そのほか

問８ 労働生産性に関する記述で誤っているものはどれか。

答イ 付加価値労働生産性は　「付加価値額/労働投入量」　で表される。

答ニ 労働生産性の向上には労働環境改善、業務改善は関係しない。

答ニ
元請負人が地下埋設物による土壌汚染があることを知りながら、下請負人にその情報提供を行わず、
そのまま見積りを行わせ、契約した。

答ロ
元請負人が、「出来るだけ早く」等曖昧な見積期間を設定したり、見積期間を設定せずに、下請負人に見積もりを行わ
せた。

答ハ 元請負人が予定価格が700万円の下請契約を締結する際、見積り期間を15日として下請負人に見積りを行わせた。

科目: そのほか



科目: そのほか

問10 下請代金の支払に関する定義で建設業法上、違反のおそれ、違反行為とならないものはどれか。

答イ
下請契約に基づく工事目的物が完成し、元請負人の検査及び元請負人への引渡しが終了しているにもかかわらず、法
定期限を超えて下請代金を支払わない場合。

答ニ
元請負人が注文者から請負代金の出来形部分に対する支払を受けたにもかかわらず、
出来形に対する割合に相応する下請代金を、支払を受けた日から１月以内に支払わない場合。

答ロ
建設工事の前工程である基礎工事、土工事、鉄筋工事等について、それぞれの工事が完成し、元請負人の検査及び
引渡しを終了したが工事全体が終了するまでの長期間にわたり下請代金の一部を支払わない場合。

答ハ 元請負人が下請負人に対し、工事全体が終了後、法定期限内に支払をした場合。

Ⅳ = 高層建築物(10階以上)が密集する市街地答ニ

答ニ
防水性能
通常の風雨条件に対して、室内への雨漏り及び外装材層への有害な浸水を生じないこと。

答ロ
耐積雪性能
積雪時に作用する積雪荷重に対して、外装材及び接合部に構造耐力上有害な変形、破損又は脱落を生じないこと。

答ハ
耐震性能
通常の自然条件、使用条件、維持管理条件のもとで、耐用年数内に有害な劣化が起こらないこと。

科目: 設計・施工の流れ

問11 設計時に検討される基本的性能の説明で誤っているものはどれか。

答イ
耐風圧性能
強風時に作用する風圧力に対して、外装材及び接合部に構造耐力上有害な変形、破損又は脱落を生じないこと。

答ロ II = 田園地帯や草原のような農作物程度の障害物がある地域

答ハ Ⅲ = 樹木・低層建築物が多数存在する地域

科目: 設計・施工の流れ

問12 建築物の風荷重算出に用いられる地表面粗度区分の説明で誤っているものはどれか。

答イ I = 海面又は湖面のような、ほとんど障害物のない地域



答ニ 折板の熱伸縮等の影響を受ける恐れのある場合には、折板幅の伸縮を考慮した棟包みを用いる。

答ロ 棟包みははぜ金具や折板に直接留め付ける。

答ハ 棟包みどうしの重ね留め付け部は折板の山部に設ける。

答ニ 作業半径内に作業員や車両が入らないように、必要に応じて安全監視員を要望し、事故防止に努める。

科目: 折板屋根の参考構法

問15 折板屋根の棟の納めについて、次の記述で誤っているものはどれか。

答イ 折板の棟側端部には、止面戸の取り付けその他の防水上有効な措置を施す。

答ニ 断熱材等の裏貼付きの材料は、塵埃が入り込まないようメッシュシートで巻き込み養生する。

答ロ
重機が設置されてから揚重スペース、人員、吊り治具等を準備し、有資格者(玉掛、重機のオペレーター等)が
実際にそろっていることを確認する。

答ハ 決められた人間が的確な合図をしなければならない。

科目: 設計・施工の流れ

問14 成形材の揚重時の確認に関する記述で誤っているものはどれか。

答イ 施工計画や工程表と見合った適切な重機(大きさ、台数)が手配されていることを確認する。

答ロ 長時間屋外におく場合は養生シート等で覆うとともに結露に留意する。

答ハ 金属製品が異種金属と接触して接触腐食を起こさないよう、金属製品間には木材を挿入する。

科目: 設計・施工の流れ

問13 専門工事業者が行う資材養生方法の説明で誤っているものはどれか。

答イ 資材を地面に直接置くと水、汚染等により腐食の原因となりやすい。



答ニ 上折板の端部は八千代立上げする方法がある。

答ロ 断熱材はグラスウールその他これに類するものとし、下折板の上に隙間なく敷き込む。

答ハ 下折板の軒の出は見切面戸の取り付けや内部結露が発生した場合の排水を考慮して、外壁より50㎜程度出す。

科目: 二重折板屋根の参考構法

問18 二重折板屋根施工の納まりについて、次の記述のうち誤っているものはどれか。

答イ 断熱金具は適切な試験によって許容耐力が確かめられたものとし、グラスウールの働き幅に合わせて取り付ける。

答ニ 折板を梁上に施工する場合は、ガセット廻りに止水上有効な処理を施す。

答ロ 内どいは、壁側の胴縁と折板から帯鋼で支持する。胴縁は内どいの重量を支持できる寸法とする。

答ハ 軒出寸法は、折板の山高の5倍程度以下にすることが望ましい。

科目: 吊り折板屋根の参考構法

問17 吊り折板屋根の納めについて、次の記述のうち誤っているものはどれか。

答イ 折板吊り金具は原則として、一方向に揃えて取り付ける。

科目: 折板屋根の参考構法

問16 折板屋根の各処納めについての記述で誤っているものはどれか。

答イ 水上壁側との取合納めについては、水切の立ち上がり寸法は50㎜程度確保する。

答ニ ルーフファン廻りは、雨水の吸い込みに留意した納めとする。

答ロ 笠木廻りの納めでは、防水上有効な措置を施す。

答ハ 谷どいは、充分な排水量を確保できる断面とする。



科目: 立平ぶき屋根の参考構法

科目: 立平ぶき屋根の参考構法

問19 立平ぶき屋根の下地構法について誤っているものはどれか

答イ

科目: 立平ぶき屋根の参考構法

問21 立平ぶき屋根の屋根上付属物の取り付けについて誤っているものはどれか

答イ 雪止め金具の種類とその配置は、積雪荷重に対応したものとする

答ニ 流れ方向の長さが長く、急な勾配の屋根では、雪止め金具に作用する積雪荷重は小さい

答ロ
屋根上に付属物の架台を設置する場合には、原則としてはぜ部で支持し、支持部分に用いる取り付け金具等は適切な
試験や計算によって耐力が確かめられたものとする

答ハ 立平ぶき屋根に取り付ける雪止め金具は、積雪荷重を算出した上で強度検討を行わなければならない

問20 下ぶきの工法（重ね）について誤っているものはどれか。

答ハ
谷部は、一枚もので左右300mm以上の下葺材を先張りし、その上に下葺材を左右に重ね合わせ、
谷底から250mm以上延ばす。谷底は、ステープルによる仮止めは行わない。

答ニ
壁面との取合い部は壁面に沿って250mm以上、かつ、雨押さえ水切上端部より
10mm以上立ち上げる。

答イ
軒先と平行に敷き込み、軒先から上に向かって張る。上下流れ方向は100㎜以上、
左右長手方向は200mm以上重ねる。

答ロ
棟部は、下葺材を250mm以上の左右折掛けとしたのち、棟頂部から一枚もので
左右300mm以上の増し張りを行う。

屋根の下地に用いる部材は、適度な強度、剛性並びに耐久性を有するものとしなければならない

答ニ RC造の場合は、平滑仕上げの下地とすることが望ましい

答ロ
鉄骨造の場合は、設計用荷重と野地板のモデュールに応じて母屋を割付けるとともに、けらば端部、隅棟及び開口部
には母屋つなぎを設ける

答ハ RC造の場合は、構造上有効な野地を設ける



答ロ 棟包みは、下地材に留め付ける

科目: 外壁の参考構法

問24 竪どい取り付け部に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

答イ 鉄管等を用いた大きな竪どいは、構造骨組（鉄骨柱）から溶接で支持される。

答ハ 谷は、谷板に屋根ふき材をつかみ込んで納める

答ニ 隅棟（稜線部）は、通し棟納め、差し棟納め又は嵌合立はぜ式カバー棟納めを原則とする

答ロ 一般的な竪どいは外壁材を留め付ける胴縁を利用してねじ留め、もしくは溶接にて取り付けられる。

答ハ
外壁材が縦張りの場合、竪どいは下部に設けられる雨水桝の位置に合わせて横胴縁を利用して
取り付けられる。

答ニ

答ニ 屋根の仕様に応じた割付とする。

答イ 軒先は、唐草にふき材を引っ掛け、直接および吊子を介してドリルねじ等で固定する

科目: 横ぶき屋根の参考構法

問23 各部の納めについて誤っているものはどれか

答ハ ふき材の割付は階段状にふく「ふき廻し」と市松模様にふく「千鳥ぶき」がある。

科目: 横ぶき屋根の参考構法

問22 横ぶきの取り扱いについて誤っているものはどれか。

答イ ふき材の継手は製品供給業者が指定する方法でなくても良い。

答ロ ふき材の継手の位置が同一箇所になると漏水の原因となりやすい。

外壁材が横張りの場合、横胴縁の位置と雨水桝の位置が異なることが多いので、その場合は
所定の位置に竪どい専用の下地を配置しておく必要がある。



問26 土台水切の納めについて誤っているものはどれか。

答イ 土台水切は充分な立上り寸法を設けるとともに通り良く取付ける。

問27 屋根に使用する鋼板の標準保証規格(2004年制定)の保証内容で赤錆10年保証となるものはどれか。

答イ 塗装溶融亜鉛合金めっき鋼板(JIS G3312)

答ニ 塗装溶融55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板(JIS G3322)

答ロ 塗装溶融5％アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G3318)

答ハ 溶融55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板(JIS G3321)

科目: 維持保全

答ニ 水切どうしの継手は概ね60～100mm程度重ね、重ね内部にはシーリングを施す。

答ロ 下地ボードを設ける場合、ボード端部の漏れを防止するために腰壁部分から少し上げる。

答ハ 外壁の防水紙は土台水切の下に取付ける

科目: 外壁の参考構法

答ハ 外壁材どうしの重ね部を増やす。

答ニ 剛性のある下地ボードを付加する。

科目: 外壁の参考構法

問25 鋼板製外壁材により可能な範囲で耐衝撃性能の向上を図るための構法上の配慮として誤っているものはどれか。

答イ 重ね形の接合より差し込み形の接合を用いる。

答ロ 外壁材の板厚を厚くする。



答ハ 点検箇所、点検時期、点検者、点検に当たっての判断基準、結果の報告等に関する事項。

答ニ 安全管理の実施等に関する事項。

科目: 維持保全

問28

科目: 改修

問29 屋根の改修工事で、設計・見積り時の調査対象として、次の記述のうち誤っているものはどれか。

答ロ 維持保全を行うための組織、維持保全業務の委託、建築士その他専門技術者の関与等に関する事項。

維持保全計画で定めるべき事項で、次の記述で誤っているものはどれか。

答イ 建築物又はその部分の用途、将来の増改築の予定に関する事項。

基礎の状態

答ロ 母屋の状態

答ハ 下地の状態

答イ 屋根の状態

答ニ 軒先・棟・けらばの納まり。

答ロ ふき材の劣化度と作業への影響。

答ハ 胴縁の位置・通りの精度。

科目: 改修

問30 改修工事の設計・見積り時の屋根詳細の調査項目（共通）として、次の記述で誤っているものはどれか。

答イ 形状・勾配・材質

答ニ


